
97

山口県における百歳高齢者の生活実態
第２報：百歳高齢者のもつ幸福感の関連要因の検討

The reality of the centenarian’s life in Yamaguchi Prefecture :
A second report : the examination of the factors

 related to centenarians’ sense of happiness

中村千枝１）、吉兼伸子１）、笠岡和子１）、田中マキ子２）、田中耕太郎２）、長坂祐二２）

Chie Nakamura, Nobuko Yoshikane, Kazuko Kasaoka, Makiko Tanaka, Kotaro Tanaka, Yuji Nagasaka

要旨
　百歳高齢者の生活の質を考えるうえで重要と思われる幸福感に関連する要因の検討を行なった。その結果「要介
護度」「排泄動作能力」「長生きへの心がけ」の３つが明らかとなり、幸福感の高い高齢者像としては、日常生活
動作能力が維持され、かつ生きる意欲の高い群であると示唆された。今後の百歳高齢者への支援の課題として、百
歳高齢者のもつ幸福感についてより詳細な検討を行なうとともに、日常生活動作能力が低くても幸福感を高めるこ
とができるようなサポートや地域社会づくりが重要と考えられる。

Abstract
　The purpose of this study was to examine the factors related to the sense of happiness which were 
considered to be vital to the discussion of the centenarians’ quality of life. As a results, three factors were 
identified：“the level of care needs,” “ability of the excretion movement,” and “mind-set for longevity.” It was 
suggested that the elderly with a high sense of happiness maintain the ability to perform daily life activities and 
demonstrate a strong desire for longevity. The kind of support required may be one where the centenarians’ 
sense of happiness is examined more in detail and such community building is provided as enhances the sense 
of happiness even if the ability to perform daily life activities is poor.
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はじめに
　第１報では、山口県内８市を対象とした百歳高齢者
の生活実態調査から、ADLの実態および性別とADL
の程度に関して生活環境・生活習慣との関連を報告し
た。百歳高齢者の生活の質（Quality of Life：QOL）
を考えるうえでは、心身機能と同時に百歳高齢者自身
が感じている幸福感が重要と考えられる。第２報で
は、幸福感に影響する要因を明らかにすることで、百
歳高齢者のQOL向上のために必要な環境・支援のあ
り方について考える。

Ⅰ　研究目的
　百歳高齢者がもつ幸福感に影響する要因を明らかに
する。

Ⅱ　調査方法・項目
　第１報と同様である。なお、幸福感の指標には尾崎
らの研究１）で「心の健康」を反映する尺度として採
用された質問８項目（表１）を使用した。
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表１　幸福感に関する質問項目

Ⅲ　倫理的配慮
　第１報に準ずる。

Ⅳ　データ分析
　百歳高齢者のもつ幸福感に影響する要因を明らか
にするため、まず幸福感が高い群・低い群間で、基
本属性・日常生活動作（Activities of Daily Living：
ADL）・生活の中での心がけ等の要因について、χ2

検定を用いて比較した。次に、幸福感の高低を目的変
数、χ2検定により関連が認められた要因を説明変数
として、多重ロジスティック回帰分析を行なった。統
計ソフトは、エクセル2010を使用した。

Ⅴ　研究結果
１　幸福感点数の分布
　幸福感についての分析は、非回答を除いた299名分
を対象とした。「毎日気分よく過ごしているか」「周
りの人とうまくいっているか」をはじめとする８つの
質問項目について、「はい」「いいえ」「わからな
い」で回答を得た。逆転項目の処理後、「はい」を１
点、「いいえ」「わからない」を０点とした。最高評
価点は８点で、得点が高いほど幸福感が高い状態を意
味する。この得点分布を図１に示す。

図1　幸福感点数の分布

２　幸福感と他要因との比較
　幸福感と他要因の関連を検討するため、幸福感の点
数をもとに、４−８点を幸福感が高い群（以下、高幸
福感群）・０−３点を幸福感が低い群（以下、低幸福
感群）の２群に分け、基本属性と各変数との間でクロ
ス集計ならびにχ2検定を行なった。以下に結果およ
び概観を示す。

１）性別との関係
　幸福感と性別の関連を表2に示す。男性では高幸福
感群が65.5％、女性では低幸福感群が59.3％とそれぞ
れ過半数を示した。

表２　幸福感×性別

２）居住場所との関係
　幸福感と居住場所の関連を表３に示す。施設・病
院では低幸福感群がそれぞれ64.6％・74.0％であった
が、自宅では高幸福感群が61.9％とそれぞれ過半数を
示した。

表３　幸福感×居住場所

３）同居人数との関係
　幸福感と同居人数（居住場所で「自宅」と回答した
もの）の関連を表４に示す。有意差はみられなかっ
た。

①毎日気分よく過ごしているか
②周りの人とうまくいっているか
③友人とのつきあいに満足しているか
④家族親戚のつきあいに満足しているか
⑤将来への不安を感じているか
⑥寂しいと思うことはあるか
⑦無力だと感じることがあるか
⑧生きがいをもっているか
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表４　幸福感×同居人数

４）治療中の病気の数との関係
　幸福感と治療中の病気の数の関連を表５に示す。な
お、治療中の病気の数は「高血圧」「脳卒中」をはじ
めとする８つの選択肢に対し、○を付けたものに１点
を付与し、０−１点の群を「少ない」、２−８点の群
を「多い」とした。有意差はみられなかった。

表５　幸福感×治療中の病気数

５）介護認定の有無との関係
　幸福感と介護認定の有無の関連を表６に示す。有意
差はみられなかった。

表６　幸福感×介護認定の有無

６）要介護度との関係
　幸福感と要介護度の関連を表７に示す。要支援１から
要介護３までは高幸福感群の割合が多く、要介護４・５
では７割以上が低幸福感群であった。全体的な傾向とし
て、要介護度が重くなるにつれ高幸福感群の割合は減少
傾向、低幸福感群の割合は増加傾向であった。

表７　幸福感×要介護度

７）自立度との関係
　幸福感と自立度の関連を表８に示す。「自立」「何
らかの障害はあるが日常生活はほぼ自立しており独力
で外出する」「屋内の生活はだいたい自立しているが
介助なしには外出できない」では高幸福感群の割合が
多く、「屋内の生活は何らかの介助が必要で、日中も
ベッド上の生活が主であるが座っていることはでき
る」「一日中ベッド上で過ごし、トイレ・食事・着替
えにおいて介助を要する」では低幸福感群の割合が高
かった。

表８　幸福感×自立度
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８）ADLとの関係
　幸福感とADLの関連を表９に示す。ADLは「寝返
りをする」「起き上がる」をはじめとする12の項目に
対し、「完全に一人でできる（自立）」に２点、「一
部は手伝ってもらう（一部介助）」に１点、「全く自
分ではできない（全介助）」に０点を付与し、18−24
点の群を「高め」、９−17点の群を「中間」、０−８
点の群を「低め」とした。ADL高めでは高幸福感群
が77.1％、ADL低めでは低幸福感群が79.7％と、それ
ぞれ高い割合を示した。
　なお、幸福感とADLの各項目の関連については、
巻末資料（表24-35）に示す。いずれも自立では高幸
福感、全介助では低幸福感が高い傾向がみられた。

表９　幸福感×ADL

９）排泄動作能力との関係
　幸福感と排泄動作能力の関連を表10に示す。なお、
排泄動作能力は「尿意・便意が分かってトイレに行け
る」「促されればトイレに行ける」をはじめとする５
つの質問に対し、「できる」の回答に１点を付与し、
3-5点の群を「高い」、０−２点の群を「低い」とし
た。排泄動作能力が高い群では高幸福感群が66.0％、
排泄動作能力が低い群では低幸福感群が80.6％と、高
い割合を示した。

表10　幸福感×排泄動作能力

10）歯牙状況との関係
　幸福感と歯牙状況の関連を表11に示す。自歯＋義歯
では高幸福感群が高かったが、自歯・総義歯・歯肉の
みでは低幸福感群の割合が高かった。

表11　幸福感×歯牙状況

11）聴力との関係
　幸福感と聴力の関連を表12に示す。「問題ない」
「大きな声で話せば聞こえる」では高幸福感群の割合
が高く、「耳元で話せば聞こえる」「耳元で大きな声
を出せば聞こえる」「全く聞こえない」では低幸福感
群の割合が高かった。全体的な傾向として、聴力が低
下するにつれ高幸福感群の割合は減少傾向、低幸福感
群の割合は増加傾向であった。

表12　幸福感×聴力との関係

12）視力との関係
　幸福感と視力の関連を表13に示す。「問題ない」で
は高幸福感群が60.5％で割合が高かったが、「だいた
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い見えるが不完全」「大きな活字がやっと見える」
「かろうじて顔の輪郭が分かる」「全く見えない」で
は低幸福感群の割合が高かった。

表13　幸福感×視力

13）会話能力との関係
　幸福感と会話能力の関連を表14に示す。「問題な
い」「日常会話はほぼ正常、複雑な会話はやや困難」
「簡単な会話は可能であるが、つじつまの合わないこ
とがある」では高幸福感群の割合が高かったが、「呼
び掛けに一応反応はするが自ら話すことはない」「呼
び掛けに無反応」では低幸福感群がいずれも８割以上
と高い割合を示した。

表14　幸福感×会話能力

14）物覚えとの関係
　幸福感と物覚えの関連を表15に示す。「問題ない」
「最近の出来事を時々忘れる」「最近の出来事をよく

忘れるが、古い記憶はほぼ正常」では高幸福感群の割
合がいずれも７割以上と高く、「最近の記憶は殆どな
い、古い記憶が多少残存・生年月日不確か」「新しい
ことは全く覚えられない・古い記憶がまれにある」で
は低幸福感群の割合がいずれも７割以上と高い割合を
示した。

表15　幸福感×物覚え

15）食生活の心がけとの関係
　幸福感と食生活の心がけの関連を表16に示す。な
お、食生活の心がけは「１日３回規則正しく食べる」
「間食や夜食はとらない」をはじめとする17の選択肢
に対し、○を付けたものに１点を付与し、12−17点の
群を「高め」、６−11点の群を「中間」、０−５点の
群を「低め」とした。心がけが「高め」「中間」では
高幸福感群の割合が高く、「低め」の群では低幸福感
群の割合が高かった。

表16　幸福感×食生活の心がけ

16）長生きへの心がけとの関係
　幸福感と長生きへの心がけの関連を表17に示す。な
お、長生きへの心がけは「食事に気をつける」「睡
眠・休養を十分にとる」をはじめとする12の選択肢に
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対し、○を付けたものに１点を付与し、８−12点の群
を「高め」、４−７点の群を「中間」、０−３点の群
を「低め」とした。心がけが「高め」は100％、「中
間」は71.9％と高幸福感が高い割合を示し、「低め」
では低幸福感の割合が高かった。

表17　幸福感×長生きへの心がけ

17）飲酒習慣との関係
　幸福感と飲酒習慣の関連を表18に示す。有意差はみ
られなかった。

表18　幸福感×飲酒習慣

18）喫煙習慣との関係
　幸福感と喫煙習慣の関連を表19に示す。有意差はみ
られなかった。

表19　幸福感×喫煙習慣

19）在宅サービスの利用との関係
　幸福感と在宅サービスの利用の関連を表20に示す。
利用しているでは高幸福感群の割合が高く、利用して
いないでは低幸福感群の割合が高かった。

表20　幸福感×在宅サービスの利用

20）社会生活能力との関係
　幸福感と社会生活能力の関連を表21に示す。なお、
社会生活能力は「バスや電車を使って一人で外出でき
ますか」「日用品の買い物ができますか」をはじめと
する13の質問に対し、「はい」と回答したものに１点
を付与し、８−13点の群を「高め」、４−７点の群を
「ほどほど」、０−３点の群を「低め」とした。社会
生活能力が高め・中間の群では高幸福感群の割合が高
く、低めの群では低幸福感群の割合が高かった。

表21　幸福感×社会生活能力

３　幸福感に影響を及ぼす要因の抽出
　２において関連のみられた要因15項目を説明変
数、幸福感の高低を目的変数として、多重ロジス
ティック回帰分析を行なった。その結果、要介護度
（p<.05）、排泄動作能力（p<.01）、長生きへの心
がけ（p<.01）が有意な要因として抽出された（表
22）。
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表22　多重ロジスティック回帰分析による
　　　幸福感に関連する要因

　また、これらの要因のうち、要介護度に大きく関
係すると思われるADLの各項目を説明変数、幸福
感の高低を目的変数として、多重ロジスティック回
帰分析を行なった。その結果、トイレで用を足す
（p<.01）、座った姿勢を保つ（p<.05）が有意な要因
として抽出された（表23）。

表23　多重ロジスティック回帰分析による
　　　幸福感に関連する要因（ADL各項目）

Ⅵ　考察
　本研究では、山口県内８市における百歳高齢者の生
活実態を調査し、幸福感に影響する要因を検討した。
高齢になってもいきいきと元気に暮らすことや、その
支援の手立てを考えるうえで、健康長寿の達成者であ
る百歳高齢者のもつ幸福感に影響する要因を考えるこ
とには意義があると考える。
　クロス集計結果からは、「要介護度」「自立度」
「ADL」のいずれも、ADLが自立傾向にある群で幸
福感が高く、ADLが低くなるにつれて幸福感が低く
なる傾向がみられた。また、多重ロジスティック回帰
分析からは、幸福感に関連する要因として「要介護
度」が抽出された。ADLが維持されていることの重

要性は先行研究でも多く報告されており１−７）、今回
の結果と一致するものであった。要介護度は、どのく
らい介護サービスを必要としているのかを判断するも
のであり、基本的には統計的サービスデータと要介護
度等基準時間に従って、要介護者の要介護時間が推測
され、コンピュータ集計結果により判定が行われるも
のである。本研究の対象者299名の居住場所は、105名
が自宅、残る194名が施設・病院であった。今回の調
査において、実際の回答を行なったと推測される家族
が細かなADLの状態を把握するのが困難であった可
能性を考えると、本研究では要介護度が最もADLを
客観的に反映する指標であったと推測する。言うまで
もなく、百歳高齢者が心身共に健康に過ごすためには
ADLの維持は必要な要素であるが、萩原ら２）が述べ
ているように、医療・福祉の改善・充実によりADL
が低下しても百歳に達する層は増加傾向にある。百歳
高齢者への支援のあり方として、ADLが低下したと
しても、幸福感ひいてはQOLを向上させるための支
援のあり方を考える必要があろう。塚本４）らの報告
では、寝たきり群であっても主観的幸福感や生きがい
においては劣らなかったという本研究とは逆の結果が
出ており、この要因として対人交流の影響が示唆され
ている。山下ら８）は、楽しい語りの場は、度重なる
喪失体験と身体機能の低下を多く経験している百歳高
齢者の支援において重要であり、語りを通した支援が
活動レベルを向上させる可能性について報告してい
る。また、金森ら９）は今後増加が想定される施設入
所を想定し、入所後の新たな人間関係構築や社会的役
割・生きがいの継続などの課題について述べており、
いずれも現場で百歳高齢者に関わるにあたってのケ
ア・支援技術の向上の必要性を示唆するものである。
わが国における少子高齢化・家族構成の少人数化を考
え併せると、介護保険制度だけでなく、身近な地域社
会で高齢者を支えるシステムづくりを考えていく必要
があると考えられる。
　村山ら６）、矢田ら７）の研究では、高齢者の在宅療
養継続要因が排泄自立にあるとし、排泄行動モデルの
作成を通じ、排泄自立のために必要な要素のひとつと
して、便座に座ることができることを挙げている。今
回の結果では、幸福感に影響する要因として「排泄行
動能力」、ADLの項目からは「トイレで用を足す」
「座った姿勢を保つ」が抽出され、上記の仮説を支持
する結果が得られた。排泄動作能力が高いことが幸福
感にどのように寄与するのかの詳細については、今回
の研究では明らかにはできていない。西村10）は、排
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泄ケアの特徴として、排泄動作にはADLの他の要素
が殆ど含まれることから排泄の自立度がADLの指標
にもなりうること、介護側にとって身体的・心理的・
経済的負担が高いADLであること、人間の尊厳を守
る基本的なケアであること等を挙げ、排泄はQOL向
上に関わる重要な要素であるとしている。このことか
ら、排泄動作能力が維持されていることは、百歳高齢
者が自尊心をもって能動的に生活することに欠かせぬ
要素であり、幸福感にも影響を与えたのではないかと
考える。よって、本人の能力は当然ながら、心理面へ
の配慮、人的・物的環境の整備も含めた多面的な支援
が必要であると言える。
　生活習慣に対する心がけに関しては、幸福感に関連
する要因として「長生きへの心がけ」が抽出され、ク
ロス集計でも「食生活の心がけ」において、心がけの
高い群に幸福感が高い傾向がみられた。長生きへの心
がけについては、本研究の第１報でADLのレベル別
に比較したところ、女性において「適当な運動をす
る」の項目で有意差がみられた。先行研究でも、運動
習慣により自己の健康への自信につながり結果的に主
観的幸福感につながること11）、運動習慣を継続して
いることは超高齢期において高いQOLを維持するの
に重要な要因と考えられること１）等が報告されてい
る。これは、運動習慣が、体力向上、生活習慣病や骨
折の予防といった身体面への効果だけでなく、主観的
健康感の向上や趣味活動としての人間関係の広がりな
どの心理社会的効果ももたらすことで、幸福感に影響
しているのではないかと考えられる。運動をはじめと
する生活習慣については、若年期からのライフスタイ
ルの影響が大きいと考えられるため、縦断的研究によ
る検証も必要である。荻原ら２）は「長寿や健康を意
識した生活は、生きる意欲の表れとみなすことができ
るのではないか」としており、地域保健活動等によ
り、いきいき健康に生活するための支援が重要と考え
る。
　以上の結果から、幸福感の高い百歳高齢者像とし
て、ADLが維持されており、長生きへの心がけの高
い人々のイメージが描出された。長生きへの心がけ
や望ましい生活習慣を実践することにより、ADLが
維持されると共に、主観的健康感が高まる。また、
ADLが維持されることは、自尊心を持って自立した
生活を送ることにつながり、結果的に幸福感が高まる
という構造が導き出された（図２参照）。

図２　百歳高齢者の幸福感の説明モデル

　最後に、今回、百歳高齢者のQOLを構成する重要
な要素としてとりあげた幸福感について考える。出村
ら12）は、個人および個人を取り巻く環境条件に対す
る主観的評価の結果（満足感、幸福感）がQOLであ
るとするモデルについて述べるなかで、主観的QOL
自体が個人の内面にある基準によって評価されたもの
であり、外的な妥当基準がない（わからない）とした
うえで、個人差の大きいQOL測定の困難さについて
も指摘している。先行研究では主観的幸福感の要因の
性差について報告されているが１，３，５）、今回は男性
の調査対象者が少なかったため検討することができて
いない。また、先述したように、ADLの低い百歳高
齢者の増加を考えると、それらの人々の幸福感をどの
ように評価し、支援していくかについては大きな課題
である。今回の結果をふまえ、百歳高齢者のQOLに
関連する要因についてより詳細に検討することは、百
歳高齢者への支援に利するものであると考える。
　本研究は郵送による質問紙調査であること、家族等
による代理回答が大半であったことが推測されること
から、百歳高齢者自身のもつ「主観的幸福感」の指標
として限界があったと考える。今後、面接調査もしく
は直接観察等により、指標の精度・妥当性を向上させ
る必要がある。また、幸福感を説明する要因同士の関
連性についても、検討が必要である。

Ⅶ　まとめ
１．山口県内の百歳高齢者の生活実態調査結果から幸

福感に影響する要因を検討した結果、「要介護度」
「排泄動作能力」「長生きへの心がけ」が明らかに
なった。

２．幸福感の高い高齢者像としては、ADLが維持さ
れ、長生きへの心がけや望ましい生活習慣を実践す
る、生きる意欲の高い群が示唆された。

３．今後の課題として、百歳高齢者のもつ幸福感につ
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いてより詳細な検討を行なうとともに、ADLが低
くても幸福感を高めることができるようなサポート
や地域社会づくりが挙げられる。
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